
営
し
て
い
る
が
、
障
害
児
童
の

登
録
は
さ
れ
て
な
い
。
今
後
ニ

ー
ズ
の
把
握
を
検
討
し
た
い
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日
の

ペ
イ
オ
フ
解
禁
ま
で
十
カ

月
弱
と
な
っ
た
。
本
町
の
預
貯

金
は
、
月
例
検
査
報
告
書
に
よ

る
各
金
融
機
関
の
残
高
は
沖
銀

西
原
支
店
五
億
四
四
○
○
万

円
、海
邦
二
億
二
七
○
○
万
円
、

Ｊ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
一
二
億
四
六

○
○
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
公
金
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
特
に
安
全
確
実
な
預
金
の

方
法
を
と
っ
て
き
た
が
、
今
後

全
国
的
に
も
こ
の
問
題
に
つ
い

て
動
き
だ
し
た
状
況
で
あ
り
、

関
係
者
と
も
連
携
を
と
り
な
が

ら
公
金
運
用
の
効
率
化
を
図
る

べ
く
努
力
し
た
い
。

Ｊ　
Ａ　
の　
預　
金　
高　
が　
大　
き　
い　

が　
、　農　
政　
と　
の　
関　
わ　
り　
が　
強　

い　
機　
関　
で　
あ　
り　
十　
分　
検　
討　
を　
お　

願　
い　
し　
た　
い　
が　
所　
見　
を　
伺　
う　
。　

町
長
　
Ｊ
Ａ
を
ど
う
見
る
か
の

問
題
で
あ
り
、
他
の
金
融
機
関

と
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る

と
の
認
識
に
た
っ
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
の
歩
ん
で
来
た
歴
史
的
な
経

緯
を
踏
え
て
、
健
全
な
経
営
が

で
き
る
よ
う
行
政
も
対
応
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。

商
工
業
の
振
興
の
た
め
に

日
常
か
ら
意
思
の
疎
通
を

五
月
二
九
日
に
財
務
厚

生
委
員
会
は
、
県
内
初

め
て
の
障
害
児
学
童
保
育
を
行

っ
て
い
る
浦
添
市
の
ひ
ま
わ
り

学
童
ク
ラ
ブ
を
視
察
し
て
非
常

に
進
ん
で
い
る
制
度
で
あ
る
と

感
じ
た
。
昨
年
の
六
月
定
例
会

で
障
害
児
学
童
保
育
に
つ
い
て

「
担
当
課
の
調
査
、
ほ
か
の
意

見
等
も
聞
き
再
検
討
を
し
て
み

た
い
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
の
程
度
取
り
組
み
を

さ
れ
た
か
伺
う
。

福
祉
課
長
　
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
と
し
て
、
現
在
町
内

に
は
、
ミ
ッ
キ
ー
学
童
ク
ラ
ブ

と
太
陽
学
童
ク
ラ
ブ
の
二
カ
所

が
国
庫
補
助
事
業
を
受
け
て
運

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
仮
称

「
商
工
業
問
題
懇
話
会
」
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
商
工
会
等
と
の
情
報
交

換
は
常
日
ご
ろ
業
務
上
や
っ
て

お
り
、
産
業
課
の
対
応
を
考
え

た
と
き
に
農
業
問
題
懇
話
会
を

あ
る
程
度
方
向
づ
け
し
て
か

ら
、
商
工
会
等
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、
必
要
が
あ
れ
ば
取
り

組
み
た
い
。

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

去
っ
た
五
月
二
二
日
新
聞

で
昨
年
の
三
月
と
十
一
月

に
続
き
今
年
の
二
月
に
も
女
子

中
学
生
の
覚
せ
い
剤
使
用
で
逮

捕
さ
れ
た
報
道
が
あ
っ
た
が
、

本
町
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長
　
学
級
活
動
、
生
徒
会

等
で
問
題
を
取
り
上
げ
て
指
導

し
て
い
る
。
特
に
浦
添
署
よ
り

講
師
を
招
い
て
学
校
で
の
研
修

会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
機
会

が
あ
っ
た
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
取
り

上
げ
て
町
民
一
体
と
な
っ
て
青

少
年
を
薬
物
か
ら
守
り
た
い
。

問

問問問

問
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西
原
町
で
た
だ
一
本
あ

る
二
級
河
川
で
あ
る
宇

地
泊
川
の
整
備
に
つ
い
て
。
こ

の
川
は
四
、
五
年
前
に
も
薬
物

が
流
れ
て
問
題
に
な
り
ま
し
た

二
級
河
川
で
、
県
の
管
理
で
ご

ざ
い
ま
す
が
上
流
の
一
部
は
擁

壁
さ
れ
て
い
ま
す
が
大
部
分
は

放
置
さ
れ
て
最
近
で
は
土
砂
が

崩
れ
て
、
す
ご
い
変
形
な
流
れ

に
な
っ
て
い
る
が
町
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

土
木
課
長
　
西
原
町
の
水
系
は

大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す

が
第
一
文
教
区
で
は
宇
地
泊
川

を
含
め
、
幸
地
川
、
徳
佐
田
川

が
あ
り
町
の
水
質
調
査
で
早
急

に
整
備
を
要
す
る
河
川
は
小
波

津
川
、
小
那
覇
川
、
兼
久
川
、

徳
佐
田
川
が
あ
り
ま
す
が
宇
地

泊
川
は
二
級
河
川
で
あ
り
、
河

川
の
調
査
等
し
必
要
が
あ
れ
ば

県
に
要
請
し
て
行
き
た
い
。

地
域
公
民
館
の
充
実
に

つ
い
て

西
原
町
で
は
、
今
後
行
わ

れ
る
教
育
改
革
を
は
じ
め

共
生
事
業
の
執
行
等
地
域
公
民

館
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
く
る

が
、
各
公
民
館
の
整
備
が
不
充

分
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
地
域
公
民
館
の
活
用
、

活
性
化
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が

共
生
事
業
は
町
民
に
喜
ば
れ
て

い
て
又
教
育
改
革
も
地
域
の
皆

さ
ん
と
父
母
が
一
体
と
な
っ
て

推
進
し
、
交
流
の
場
で
あ
る
公

民
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
限
度

が
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
検
討

し
て
行
き
た
い
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

三
月
定
例
会
で
町
長
は
合

併
あ
り
き
で
な
い
検
討
す

る
と
言
う
事
で
し
た
が
、
町
で

は
若
い
職
員
を
集
い
研
修
に
送

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て

い
る
関
係
上
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
合
併
問
題
に
関
し
て
町

民
の
考
え
方
、
あ
る
い
は
県
の

意
向
そ
し
て
独
自
の
案
を
作
っ

て
合
併
の
時
に
出
る
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
、施
設
の
問
題
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
か
か
わ
る
問

題
の
解
決
等
、
大
き
な
課
題
が

あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
を
か
け

て
対
処
し
て
行
き
た
い
。

問

問問

城間義光　議員

宮城秀功　議員

農　
家　
経　
営　
面　
積　
一　
千　
二　
〇　
〇　
坪　

を　
六　
〇　
〇　
坪　
へ　
の　
移　
行　
を　
Z  

農　
地　
法　
が　
昭　
和　
四　
十　
七　
年　

よ　
り　
施　
行　
さ　
れ　
、　
農　
家　
経　

営　
面　
積　
が　
市　
町　
村　
別　
に　
決　
ま　
っ　

て　
い　
る　
が　
、　
本　
町　
は　
下　
限　
面　
積　

が　
一　
千　
二　
〇　
〇　
坪　
で　
大　
き　
い　
、　

近　
年　
の　
本　
町　
の　
経　
済　
、　
産　
業　
、　

住　
宅　
土　
地　
利　
用　
の　
動　
向　
、　
情　
勢　

か　
ら　
み　
て　
、　
農　
家　
経　
営　
が　
非　
常　

に　
き　
び　
し　
い　
状　
況　
下　
に　
あ　
る　
。　

農　
地　
が　
保　
存　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
は　
充　

分　
理　
解　
で　
き　
ま　
す　
が　
、　
そ　
の　
反　

面　
、　
農　
地　
の　
利　
活　
用　
、　
収　
得　
や　

宅　
地　
化　
が　
出　
来　
な　
い　
。　
そ　
の　
為　

近　
隣　
の　
宜　
野　
湾　
、　
浦　
添　
、　
那　
覇　
、　

与　
那　
原　
は　
下　
限　
面　
積　
が　
六　
〇　
〇　

坪　
の　
た　
め　
、　
西　
原　
の　
農　
地　
が　
他　

市　
町　
村　
に　
売　
買　
さ　
れ　
て　
い　
る　
現　

状　
に　
あ　
る　
。　
農　
家　
経　
営　
面　
積　
を　

小　
規　
模　
六　
〇　
〇　
坪　
に　
見　
直　
し　
す　

る　
必　
要　
が　
あ　
る　
が　
そ　
の　
移　
行　
へ　

の　
取　
組　
み　
と　
、　
近　
年　
の　
農　
地　
の　

他　
市　
町　
村　
へ　
の　
売　
買　
の　
面　
積　
は　

ど　
の　
程　
度　
か　
。　
ま　
た　
農　
地　
の　
利　

用　
状　
況　
は　
ど　
う　
な　
っ　
て　
い　
る　
か　

伺　
い　
ま　
す　
。　

農　
業　
委　
員　
会　
事　
務　
局　
長　
　　
下　
限　

面　
積　
の　
見　
直　
し　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

平　
成　
十　
年　
八　
月　
に　
各　
市　
町　
村　
の　

意　
見　
書　
を　
県　
に　
提　
出　
し　
て　
あ　
り　
、　

県　
で　
見　
直　
し　
の　
作　
業　
を　
進　
め　
て　

居　
り　
ま　
す　
。　
四　
年　
間　
で　
他　
市　
町　

村　
に　
農　
耕　
地　
と　
し　
て　
売　
買　
さ　
れ　

た　
農　
地　
は　
七　
七　
五　
八　
坪　
移　
動　
さ　

れ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　
他　
借　
地　
、　

競　
売　
、　
譲　
与　
、　
全　
体　
を　
含　
め　
る　

と　
、　
一　
一　
六　
八　
五　
坪　
が　
三　
条　
関　

係　
で　
動　
い　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　

他　
町　
外　
か　
ら　
借　
地　
、　
農　
地　
利　
用　

を　
し　
て　
い　
る　
の　
が　
一　
万　
二　
千　
坪　

に　
な　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

答　
弁　
の　
内　
容　
か　
ら　
も　
農　
地　

の　
利　
用　
状　
況　
が　
非　
常　
に　
多　

く　
流　
動　
化　
し　
て　
お　
り　
、　
小　
規　
模　

農　
家　
、　
振　
興　
、　
育　
成　
の　
面　
か　
ら　

下　
限　
面　
積　
を　
早　
め　
に　
見　
直　
し　
す　

る　
よ　
う　
要　
望　
い　
た　
し　
ま　
す　
。　

西　
原　
ま　
つ　
り　
は　
役　
場　
職　
員　
も　

奉　
仕　
、　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
で　
Z  

仲松　勤 議員

Z

Z

情　
報　
公　
開　
に　
お　
い　
て　
請　
求　

公　
文　
書　
が　
不　
存　
在　
の　
場　
合　

新　
た　
に　
作　
成　
又　
は　
獲　
得　
し　
公　
開　

サ　
ー　
ビ　
ス　
で　
き　
る　
様　
に　
、　
条　
例　

に　
追　
加　
し　
、　
よ　
り　
町　
民　
の　
高　
い　

利　
用　
価　
値　
ニ　
ー　
ズ　
に　
答　
え　
ら　
れ　

な　
い　
か　
Z  

総　
務　
課　
主　
幹　
　　
情　
報　
収　
集　
や　
整　

理　
作　
業　
に　
膨　
大　
な　
時　
間　
を　
要　
す　

る　
。　
又　
、　
混　
乱　
す　
る　
懸　
念　
が　
あ　

り　
控　
え　
た　
い　
。　
し　
か　
し　
情　
報　
提　

供　
施　
策　
の　
一　
つ　
と　
し　
検　
討　
す　
べ　

き　
と　
考　
え　
る　
。　
又　
現　
在　
の　
と　
こ　

ろ　
「　
不　
存　
在　
文　
書　
」　
に　
あ　
た　
る　

請　
求　
は　
な　
い　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
の　
西　
原　
町　
の　
ま　

ち　
づ　
く　
り　
活　
性　
化　
事　
業　
が　

多　
く　
計　
画　
、　
推　
進　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

ま　
ず　
マ　
リ　
ン　
タ　
ウ　
ン　
の　
開　
発　
分　

譲　
と　
ア　
ク　
セ　
ス　
道　
路　
問　
題　
、　
又　

本　
町　
中　
心　
地　
を　
流　
れ　
る　
小　
波　
津　

河　
川　
開　
発　
な　
ど　
の　
予　
算　
規　
模　
、　工　

期　
さ　
ら　
に　
県　
事　
業　
へ　
の　
協　
力　
や　

町　
関　
連　
事　
業　
負　
担　
へ　
の　
取　
り　
組　

み　
現　
状　
、　
さ　
ら　
に　
合　
併　
問　
題　
や　

保　
健　
セ　
ン　
タ　
ー　
・　
温　
泉　
開　
発　
事　

業　
計　
画　
の　
進　
捗　
は　
ど　
う　
な　
っ　
て　

い　
る　
か　
。　

都　
市　
計　
画　
課　
長　
　　
去　
っ　
た　
六　
月　

二　
○　
日　
に　
工　
業　
用　
地　
処　
分　
地　
域　

説　
明　
会　
で　
、　
平　
均　
処　
分　
坪　
単　
価　

十　
一　
万　
五　
千　
円　
、　
そ　
の　
他　
条　
件　

等　
の　
説　
明　
を　
行　
な　
い　
、　
購　
入　
希　

望　
者　
は　
町　
内　
十　
一　
社　
で　
し　
た　
。　

ア　
ク　
セ　
ス　
道　
路　
等　
は　
、　
分　
譲　
時　

の　
平　
成　
十　
五　
年　
、　
開　
発　
は　
二　
年　

内　
状　
況　
を　
考　
え　
る　
と　
あ　
る　
程　
度　

整　
備　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

町　
長　
　　
小　
波　
津　
川　
開　
発　
は　
、　
災　

害　
の　
防　
止　
と　
併　
せ　
て　
多　
自　
然　
型　

工　
法　
に　
よ　
る　
親　
水　
性　
の　
あ　
る　
河　

川　
に　
す　
る　
た　
め　
現　
在　
住　
民　
の　
八　

○　
％　
の　
同　
意　
を　
得　
、　
二　
級　
県　
河　

川　
格　
上　
げ　
を　
進　
め　
平　
成　
十　
五　
年　

度　
事　
業　
化　
し　
た　
い　
。　
事　
業　
費　
は　

約　
百　
億　
以　
上　
、　
工　
期　
は　
二　
○　
年　

は　
要　
す　
る　
。　
関　
連　
町　
事　
業　
と　
し　

て　
沿　
綜　
開　
発　
も　
併　
せ　
て　
計　
画　
中　

で　
す　
。　

又　
、　
温　
泉　
開　
発　
事　
業　
は　
、　
町　

民　
の　
健　
康　
増　
進　
と　
い　
う　
観　
点　
も　

含　
め　
「　
保　
健　
セ　
ン　
タ　
ー　
」　
建　
設　

と　
併　
せ　
て　
推　
進　
計　
画　
し　
た　
い　
。　

さ　
ら　
に　
、　
合　
併　
問　
題　
に　
お　
い　

て　
は　
内　
部　
で　
の　
検　
討　
さ　
ら　
に　
町　

民　
で　
構　
成　
す　
る　
「　
合　
併　
学　
習　
会　
」　

等　
で　
の　
意　
見　
も　
参　
考　
に　
し　
、　
又　
、　

他　
市　
町　
村　
の　
動　
向　
、　
さ　
ら　
に　
町　

民　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
等　
と　
調　
査　
研　
究　

を　
進　
め　
た　
い　
。　

来　
年　
か　
ら　
中　
学　
校　
等　
で　
使　

用　
す　
る　
「　
歴　
史　
・　
公　
民　
」　

の　
教　
科　
書　
採　
択　
に　
つ　
い　
て　
問　
う　

正　
し　
い　
歴　
史　
認　
識　
と　
科　
学　
的　

真　
実　
に　
基　
づ　
く　
、　
民　
主　
的　
編　
集　

方　
針　
に　
沿　
っ　
た　
教　
科　
書　
を　
我　
が　

西　
原　
町　
の　
生　
徒　
に　
与　
え　
た　
い　
が　

ど　
う　
か　
。　
又　
選　
定　
に　
お　
い　
て　
地　

域　
の　
声　
は　
反　
映　
さ　
れ　
る　
か　
。　

教　
育　
長　
　　
ご　
指　
摘　
の　
「　
つ　
く　
る　

会　
」　
が　
編　
集　
し　
た　
教　
科　
書　
は　
、　

沖　
縄　
戦　
で　
「　
ひ　
め　
ゆ　
り　
部　
隊　
が　

勇　
敢　
に　
戦　
っ　
た　
」　
と　
か　
一　
般　
住　

民　
と　
日　
本　
軍　
隊　
の　
犠　
牲　
者　
の　
数　

の　
問　
題　
等　
い　
ろ　
い　
ろ　
提　
起　
さ　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　
沖　
縄　
戦　
の　
歴　
史　
の　

背　
景　
を　
知　
っ　
て　
い　
る　
選　
定　
委　
員　

や　
教　
師　
の　
方　
々　
が　
、　
戦　
争　
を　
美　

化　
す　
る　
様　
な　
教　
科　
書　
を　
採　
択　
し　

な　
い　
Z  
と　
考　
え　
ま　
す　
。　
又　
地　

域　
・　
父　
母　
の　
意　
見　
は　
、　
町　
内　
で　

行　
う　
教　
科　
書　
展　
示　
会　
で　
聴　
取　
し　

ま　
す　
。　

本　
年　
度　
は　
西　
原　
ま　
つ　
り　
が　

計　
画　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
運　

動　
公　
園　
の　
祭　
り　
は　
、　
非　
常　
に　
町　

民　
よ　
り　
ク　
レ　
ー　
ム　
が　
多　
い　
。　

駐　
車　
場　
の　
問　
題　
、　
広　
場　
が　
出　
店　

と　
イ　
ベ　
ン　
ト　
会　
場　
が　
二　
分　
化　
さ　

れ　
、　
ま　
つ　
り　
全　
体　
の　
盛　
り　
上　
が　

り　
に　
か　
け　
る　
。　
場　
所　
の　
問　
題　
は　

ど　
う　
な　
っ　
て　
い　
る　
か　
、　
事　
業　
の　

内　
容　
、　
職　
員　
の　
出　
勤　
経　
費　
は　
ど　

の　
く　
ら　
い　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
か　
お　

聞　
き　
し　
ま　
す　
。　

総　
務　
課　
長　
　　
場　
所　
は　
中　
部　
製　
糖　

跡　
地　
に　
決　
定　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

事　
業　
の　
メ　
ニ　
ュ　
ー　
に　
つ　
い　
て　
は　

早　
め　
に　
実　
行　
委　
員　
会　
で　
検　
討　
し　

た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

職　
員　
の　
出　
勤　
は　
二　
〇　
〇　
名　
に　

上　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
が　
、　
振　
替　
休　

日　
で　
処　
理　
し　
て　
経　
費　
の　
支　
給　
は　

し　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
。　

職　
員　
の　
出　
勤　
手　
当　
の　
支　
給　

さ　
れ　
な　
い　
と　
答　
弁　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
が　
、　
振　
替　
休　
日　
処　
理　
は　

所　
得　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
本　
来　
ま　

つ　
り　
は　
商　
工　
会　
を　
始　
め　
多　
く　
の　

関　
係　
団　
体　
が　
、　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　

活　
動　
で　
行　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
二　

〇　
〇　
名　
余　
り　
の　
職　
員　
が　
休　
日　
振　

り　
替　
え　
は　
仕　
事　
場　
自　
体　
に　
も　
問　

題　
が　
あ　
る　
。　

全　
町　
民　
の　
ま　
つ　

り　
と　
し　
て　
役　
場　
職　
員　
の　
奉　
仕　
、　

ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
活　
動　
を　
お　
願　
い　

致　
し　
ま　
す　
。　

問問

問

問

問

問問

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、「
南
西
石
油
重
油
も
れ
」
と
対
応

一
、
郵
便
局
と
連
携
す
る
「
わ
が
町
環

境
情
報
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

一
、
中
学
生
体
験
学
習
に
つ
い
て
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